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Customs and Trade Automated Interface Requirements


	払戻申告


	本章は（関税）払戻申告処理に関連するﾚｺｰﾄﾞを提供する。


削除ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ










DRW‑2

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ削除の手続き
同意書概要











DRW‑4

払戻請求の要約ﾓｼﾞｭｰﾙに関与するための（同意書）概要及び払戻（請求）提出地.

ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 D10 (入力)








DRW‑6

これは必須の請求ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀ･ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D11 (入力)








DRW‑8

これは任意の請求ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀ･ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D12 (入力)








DRW‑9

これは（払戻）請求に適用できる複数の契約番号を報告するために使用される任意の追加契約　ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D20 (入力)








DRW-10

これは条件付の輸入関税率表番号入力後書きﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D25 (入力)








DRW-11

これは1999年4月6日以降の輸出に要求される条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞである.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子D30 (入力)








DRW‑12

これは条件付の輸入申告ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D40 (入力)








DRW‑13

これは条件付の製造証明書のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子D41 (入力)








DRW‑14

これは任意の製造証明書のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D50 (入力)








DRW‑15

これは条件付のNAFTA国輸入申告/関税率表（番号）ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90 (入力)








DRW‑17

これは必須の請求後書きﾚｺｰﾄﾞである。それは（払戻）申告の最終ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90 (出力)








DRW‑18

これは受理通知又は誤り又は警告状態のいずれかを提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ形式である
払戻申告
１つ以上の払戻申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを提出できる。有効な払戻申告に必要なﾚｺｰﾄﾞは現在提出されている請求の種類に依る。もし、請求の種類が“41”, “42”, “43”, “44”, 又は “45”なら、有効なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに必要な最少ﾚｺｰﾄﾞは、１つのD10、１つの D30若しくはD40、及び１つのD90である。請求の種類"46"については、有効なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに必要な最少ﾚｺｰﾄﾞは、１つのD10と１つのD90である（これにより輸入と製造証明書(CMs)のどちらもない、例えば内国税納税済みのｱﾙｺｰﾙの場合のような請求を可能にさせる）。
注目すべきは、現時点では全て紙に書かれた請求（書類）が今まで通り要求されることである。そのABIﾃﾞｰﾀはその請求（書類）の要約である。関税払戻概要［申告］ﾃﾞｰﾀは、請求予定日（紙に書かれた法定の請求（書類）が提出される日）の30日前までに送信されるものとする。
ACSには、提出された輸入申告及び製造証明書のﾃﾞｰﾀの正確性を検証するための編集が含まれる。払戻し関税については、それぞれD30及びD40ﾚｺｰﾄﾞの輸入申告又は製造証明書(CM)毎の請求すべき関税表示額は請求できる関税額の正味99%である。同じく、D90ﾚｺｰﾄﾞの（払戻）請求関税総額は全てのD30及びD40ﾚｺｰﾄﾞの和である。払戻し税金については、輸入申告(D30)及び製造証明書(D40)それぞれの税金額は請求できる金額の最大限の100%であり、D90ﾚｺｰﾄﾞの（払戻）請求税金総額は全てのD30及びD40ﾚｺｰﾄﾞの中からその請求税金額の和である。
NAFTA国への輸出に対するNAFTA（払戻）請求に関して、D10ﾚｺｰﾄﾞのNAFTA標識は、もし当該請求が”（２つの関税のうちで）少ない方”の規則を条件とするなら、唯一"1"に設定されなければならない。そうでなければ、NAFTA国への輸出について、その標識は空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋められなければならない。もし標識が"1"に設定されているなら、少なくとも１つのD50ﾚｺｰﾄﾞが要求される。ここで、記録すべきNAFTA国の輸入関税は本請求の対象である輸出品目に関し当該NAFTA国の通貨で納付された関税の100%である、ことに留意して下さい。等価な米ドル建て金額はNAFTA国通貨建て金額に、合衆国・税関国境警備局(CBP)により公示されているカナダについてはカナダの”決算日”（カナダの場合）の、又はその他のNAFTA国については申告日の、為替レートを掛けたものである。NAFTA国通貨建て総額であってD90（ﾚｺｰﾄﾞ）の米ドル等価額は、D50ﾚｺｰﾄﾞの中から全ての前述の額の和である。ACSはD90ﾚｺｰﾄﾞの中から、（払戻）請求関税総額対米ドル建て相当関税額に基き、”少ない方”の金額を算出する。
削除ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
（適用業務識別子）"JJ"，関税払戻し申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ内での”更新”又は”変更”機能はない。変更は当該請求がCBPにより処理され正式に受理される時点まで可能である。変更するには、D10入力ﾚｺｰﾄﾞの４桁目に"D"を配置する方法で削除ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを提出する。もし削除が成功しているなら、その請求ﾃﾞｰﾀは削除され修正した請求ﾃﾞｰﾀが再送信可能になる。
入力： ﾚｺｰﾄﾞの識別子D10は必須の請求ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀ･ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D11は任意の請求ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀ･ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D12は任意の追加契約ﾚｺｰﾄである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D20は条件付の輸入関税率表番号後書きﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D25は輸出に必要となる条件付ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D30は条件付の輸入申告ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D40は条件付の製造証明書ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D41は任意の製造証明書ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D50は条件付のNAFTA国輸入申告/関税率表（番号）ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90は必須の請求　後書きﾚｺｰﾄﾞである。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bの適用業務識別子はJJである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する詳細情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90は受理通知又は誤り又は警告状態のいずれかを提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ形式である。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bの適用業務識別子はJLである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する詳細情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
同意書概要－払戻請求の要約ﾓｼﾞｭｰﾙに関与するためのもの
I. ABIに参加すると言う趣意書
II. 会社の具体的な内容
A. 会社名
B. 所在地
C. 連絡窓口担当者の氏名、電話及びファックス番号
1. 管理部門
2. 技術部門
a) CBPの運用問題
b) ﾃﾞｰﾀ処理の (技術的) 問題であって、通信を含む
III. 事業構成
A. 業種；通関業者、 輸入者、輸出者、製造者、など(又は任意の組合わせ)

B. 通関業者の場合、免許を受けた通関地
C. 当該払戻し請求に係わる商品（一般的な説明）
D. 申告者略号（ABI参加者のそれに加えて送信される全ての申告者略号を含む）
IV. 払戻し請求
A. 払戻し（請求）提出地
B. 推定請求数、及び払戻し（請求）の種類ごとに分類された予想金額
1. 製造貨物
a) 輸入時と同一状態での再輸出
b) 代替貨物再輸出
2. 未使用の商品
a) 輸入時と同一状態での再輸出
b) 代替貨物再輸出
3. その他全ての種類
V. システム構成
A. ソフトウェア・プロバイダー
1. ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ［提供者］の会社名
2. ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰの連絡窓口担当者氏名、電話及びファックス番号
B. ハードウェア仕様
VI. （提出）地別の実施［提出］目標年月日
提出地
同意書は貴方がそれを使用するつもりの払戻し（請求）提出地（又は払戻し（請求）提出地のうちの（どこか）１つ）に向けられなければならない。同意書は会社名入り便箋を使用して提示されなければならない。
払戻し（請求）提出地の住所は次の通り：
合衆国・国境警備局(CBP)

　　
　　　合衆国・国境警備局(CBP)
払戻し部




　　　払戻し事務所
ﾚｲﾓﾝﾄﾞ並木大通り1100番地. 


運河通り610S番地602号室
ﾆｭｰｱｰｸ市、NJ  07102



シカゴ市、IL 60607
合衆国・国境警備局(CBP)


　　　合衆国・国境警備局(CBP)
払戻し事務所




払戻し事務所
ｻﾑ･ﾋｭｰｽﾄﾝ公園道路東2350N番地 　　　　　　バッテリー通り555番地107号室
部屋番号1000

　　　ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ市、CA 94126
ﾋｭｰｽﾄﾝ市、TX 77032






ﾚｺｰﾄﾞの識別子 D10 (入力)
これは必須の請求ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀ･ﾚｺｰﾄﾞである。もし、請求の種類が41から45までなら、本ﾚｺｰﾄﾞの後にD90ﾚｺｰﾄﾞは勿論、少なくとも１つのD30若しくは１つのD40ﾚｺｰﾄﾞが続かなければならない。もし、請求の種類が46なら、本ﾚｺｰﾄﾞの後にその他どんなﾚｺｰﾄﾞでも続けられるが、D90ﾚｺｰﾄﾞを除いてはならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 D10 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	削除ｺｰﾄﾞ
	1A
	4
	C
	削除ｱｸｼｮﾝを指すｺｰﾄﾞ。空白［ｽﾍﾟｰｽ］は追加請求になり、"D"は当該請求の削除になる。”置換”ｱｸｼｮﾝは存在しない。請求は削除され、その後再追加されなければならない。
	

	請求番号
	11AN
	5‑15
	M
	請求番号（申告者/（通関）申告番号）。
	

	請求の種類
	2N
	16‑17
	M
	次の請求の種類の一つでなければならない：
41=製造貨物、輸入時と同一状態
での再輸出
42=未使用の商品、輸入時と同一状態
での再輸出
43=違約品
44=製造貨物、代替貨物再輸出
45=未使用の商品、代替貨物再輸出
46=その他全ての関税払戻しの種類。
	

	請求先通関地　
	4N
	18‑21
	M
	当該請求が提出された地区/通関地。　次の払戻しｻｲﾄの一つでなければならない：
1001 = ニューヨーク
3901 = シカゴ
5301 = ヒューストン
2809 =サンフランシスコ
	

	請求予定日
	6N
	22‑27
	M
	YYMMDD（年、月、日）形式での有効な日付。ABI伝送から30暦日以内でなければならない。
	

	請求者ID
	12AN
	28‑39
	M
	払戻し請求者の雇用者（識別）番号(EIN)、社会保障番号(SSN)又はCBP割当の輸入者番号。
	

	払戻し

(専門家)集団
［ﾁｰﾑ］
	3AN
	40‑42
	M
	次のいずれか１つでなければならない：
ﾁｰﾑｺｰﾄﾞ      地区/通関地
      2DB              (1001)

      3DR              (3901)

      6D0               (5301)

      7D7               (2809)
	

	担保の種類
	1N
	43
	M
	0, 8, 又は 9でなければならない（払戻し金の前払い若しくは輸出者の概要手続きが請求される場合、0でないこと)。
	

	担保コード
	3AN
	44‑46
	C
	担保ID。もし担保の種類が"0"なら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	NAFTA（払戻）

請求標識
	1AN
	47
	C
	NAFTA（払戻）請求を示すために"1"を書き入れる、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	政府による　　(払戻)請求標識
	1AN
	48
	C
	政府による（払戻）請求を示すために"1"を書き入れる、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。（政府による請求であるためには、請求者が合衆国・政府（関連）機関でなければならない。）
	

	前払い請求標識
	1AN
	49
	C 
	払戻し金の前払い請求を示すために
"Y"を書き入れる、そうでなければ、
"N"を書き入れること。
	

	輸出者概要手続き標識
	1AN
	50
	C
	輸出者概要手続きが使用されることを示すために"1"を書き入れる、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	事前通知の免除標識
	1AN
	51
	C
	事前通知の免除が請求されていることを示すために"1"を書き入れる、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	事前検査標識

	1AN
	52
	C
	事前検査の存在が示されるなら"1"を書き入れる、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	代理人/通関業者
	12AN
	53‑64
	O
	代理人/通関業者の有効な雇用者（識別）番号(EIN)、社会保障番号(SSN)又はCBP割当の番号。CBPF-4811;特別住所届が（ACSに）ﾌｧｲﾙされていなければならない。
	

	通関業者（社内）
整理番号
	9AN
	65‑73
	O
	申告者のﾌｧｲﾙ参照ﾃﾞｰﾀ。使われていなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	免許を受けた　通関地
	4N
	74‑77
	M
	申告者が営業中の認可地域内の地区/通関地。全国通関業免許を使用する前記免許保有者については"9900"とすること。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D11 (入力)
これは任意の請求ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀ･ﾚｺｰﾄﾞである。使うとすれば、D10ﾚｺｰﾄﾞの後に続けなければならない。複数あるなら、１番目の契約番号をD11ﾚｺｰﾄﾞに置くように留意して下さい。もしあれば、追加の契約番号はD12ﾚｺｰﾄﾞに示される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D11 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に11に等しくなければならない。
	

	契約番号

	12AN
	4‑15
	C
	有効な払戻し契約であって、NN-NNNNN-NNN形式（ﾀﾞｯｼｭ(-)を含む）番号であるべきもの、若しくは空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めのもの。請求の種類"41"及び"44"に必要である。
	

	説明
	35AN
	16‑50
	O
	申告者指定のﾃﾞｰﾀであって、必ず６文字以上とするか又は空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	最早輸出日
	6N
	51‑56
	O
	請求に係わる最早輸出のYYMMDD（年、月、日）形式での随意の日付。使うとすれば、D10ﾚｺｰﾄﾞの請求予定日から３年以内でなければならない。
	

	フィラー
	2AN
	57-58
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	石油関連（払戻）
請求標識
	1AN
	59
	O
	もし石油又は石油製品なら"1"を書き入れる、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	NAFTA払戻し（請求）国符号

	2AN
	60-61
	C
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子"D10"の47桁目のNAFTA（払戻）請求標識が"1"に等しいなら、NAFTAの有効なISO国符号でなければならない。現行の有効な（国）符号は、ｶﾅﾀﾞは"CA"又はﾒｷｼｺは"MX"である。
	

	フィラー
	19AN
	62‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D12 (入力)
これは（払戻）請求に適用できる複数の契約番号を報告するために使用される任意の追加契約ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは請求上で引用される契約が２つ以上ある場合に限り使用される。D11ﾚｺｰﾄﾞが全てのD12ﾚｺｰﾄﾞに先行しなければならず、かつ、かのD11には１つの契約番号が含まれなければならない。１つのD11ﾚｺｰﾄﾞの後にD12ﾚｺｰﾄﾞを最大99個まで出現可能である。ここで留意すべきはD90ﾚｺｰﾄﾞの契約件数は（複数の）D12ﾚｺｰﾄﾞだけの総計とすることである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D12 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に12に等しくなければならない。
	

	契約後書き番号
	2N
	4‑5
	M
	契約後書きのための連続番号。１番目は"01"、２番目は"02"、などでなければならない。
	

	契約番号
	12AN
	6‑17
	M
	有効な払戻し契約であって、NN-NNNNN-NNN形式（ﾀﾞｯｼｭ(-)を含む）番号である。
	

	フィラー
	63AN
	18‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D20 (入力)
これは請求の種類41-46についての条件付後書きﾚｺｰﾄﾞである。もしD30上の輸入申告の申告日が1998年4月6日に等しいかそれ以降なら、ともかくもD20上に（何らかのﾃﾞｰﾀが）要求される。D20ﾚｺｰﾄﾞは最大2,000回まで、総最大件数 9,999個の輸入関税率表番号について繰り返えされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D20 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子ID
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	後書き連続番号
	4N
	4-7
	M
	与えられた後書きﾚｺｰﾄﾞのための連続番号。１番目のﾚｺｰﾄﾞは0001とし、２番目のﾚｺｰﾄﾞは0002、など、最大2000まで。
	

	最初の関税率表番号
	10AN
	8-17
	M
	関税率表番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な関税率表番号でなければならない。もし石油関連（払戻）請求標識がﾚｺｰﾄﾞの識別子D11において"1"に等しいなら、入力は8又は10桁単位でなければならない。
	

	追加の関税率表番号
	10AN
	18-27
	O
	関税率表番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な関税率表番号でなければならない。もし石油関連（払戻）請求標識がﾚｺｰﾄﾞの識別子D11において"1"に等しいなら、入力は8又は10桁単位でなければならない。
	

	追加の関税率表番号
	10AN
	28-37
	O
	関税率表番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な関税率表番号でなければならない。もし石油関連（払戻）請求標識がﾚｺｰﾄﾞの識別子D11において"1"に等しいなら、入力は8又は10桁単位でなければならない。
	

	追加の関税率表番号
	10AN
	38-47
	O
	関税率表番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な関税率表番号でなければならない。もし石油関連（払戻）請求標識がﾚｺｰﾄﾞの識別子D11において"1"に等しいなら、入力は8又は10桁単位でなければならない。
	

	追加の関税率表番号
	10AN
	48-57
	O
	関税率表番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な関税率表番号でなければならない。もし石油関連（払戻）請求標識がﾚｺｰﾄﾞの識別子D11において"1"に等しいなら、入力は8又は10桁単位でなければならない。
	

	フィラー
	23AN
	58-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D25 (入力)
これはその払戻し請求が適用される輸出が1999年4月6日以降に起る場合に要求される条件付後書きﾚｺｰﾄﾞである。本ﾚｺｰﾄﾞは最大2,000回まで、総最大件数 9,999個の別表Ｂ番号について繰り返えされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D25 (入力

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子ID
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に25に等しくなければならない。
	

	後書き連続番号
	4N
	4-7
	M
	与えられた後書きﾚｺｰﾄﾞのための連続番号。１番目のﾚｺｰﾄﾞは0001とし、２番目のﾚｺｰﾄﾞは0002、など、最大2000まで。
	

	最初の別表Ｂ　番号
	10AN
	8-17
	M
	別表Ｂ番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な別表Ｂ番号でなければならない。
	

	追加の別表Ｂ　番号
	10AN
	18-27
	O
	別表Ｂ番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な別表Ｂ番号でなければならない。
	

	追加の別表Ｂ　番号
	10AN
	28-37
	O
	別表Ｂ番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な別表Ｂ番号でなければならない。
	

	追加の別表Ｂ　番号
	10AN
	38-47
	O
	別表Ｂ番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な別表Ｂ番号でなければならない。
	

	追加の別表Ｂ　番号
	10AN
	48-57
	O
	別表Ｂ番号は6,8,又は10桁単位で入力されるものとする。それはその（桁数）単位入力での有効な別表Ｂ番号でなければならない。
	

	フィラー
	23AN
	58-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D30 (入力)
これは条件付の輸入申告ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである。D30とD40を組合わせて最大9,999までの　ﾚｺｰﾄﾞが許される。請求の種類41,42,43,44,及び45については、少なくとも１つのD30若しくはD40ﾚｺｰﾄﾞがなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D30 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に30に等しくなければならない。
	

	後書き番号

	4N
	4‑7
	M
	輸入申告後書きのための連続番号。　１番目のD30ﾚｺｰﾄﾞは必ず"0001"で、２番目は"0002"、などである。
	

	輸入申告
	11AN
	8‑18
	M
	ACS内にある有効な輸入納税申告番号。
	

	通関港
	4N
	19‑22
	M
	当該輸入申告に係わる有効な地区/通関地。
	

	申告日
	6N
	23‑28
	M
	YYMMDD（年、月、日）形式での有効な日付。これは輸入申告予定日である。それは必ずしも完全に一致する必要はない。
	

	製造(CM)/受渡(CD)証明書標識 
	1AN
	29
	M
	当該輸入に対して、製造証明書(CM)と受渡証明書(CD)のどちらも発行されていないなら"E"を、CMが発行されていれば"M"を、又はCDが発行されていれば"D"を書き入れる。
	

	（払戻）請求関税
	12N
	30‑41
	M
	この輸入申告から請求される実際の関税払戻し額。これは請求できる関税額の正味99%である。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	（払戻）請求税金
	12N
	42‑53
	M
	この輸入申告に対し請求される実際の税金払戻し額。これは請求できる税金額の100%である。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	フィラー
	27AN
	54‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D40 (入力)
これは条件付の製造証明書のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである。D30とD40を組合わせて最大9,999までのﾚｺｰﾄﾞが許される。請求の種類41,42,43,44,及び45については、少なくとも１つのD30若しくはD40ﾚｺｰﾄﾞがなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D40 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に40に等しくなければならない。
	

	後書き番号
	4N
	4‑7
	M
	製造証明書(CM)後書きのための連続番号。１番目のD40ﾚｺｰﾄﾞは必ず"0001"で、２番目は"0002"、などである。
	

	製造証明書(CM)番号
	8AN
	8‑15
	M
	ACS内にある有効な製造証明書(CM)番号でなければならず、最初の２文字が必ず"CM"のもの。
	

	製造証明書(CM)提出用通関地
	4N
	16‑19
	M
	有効な製造証明書(CM)対応通関地でなければならず、それは通関地符号1001, 3901, 5301, 又は 2809（claim port）である。
	

	（払戻）請求関税
	12N
	20‑31
	M
	この製造証明書(CM)から請求される実際の関税払戻し額。これは通常請求できる関税額の正味99%である。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	（払戻）請求税金
	12N
	32‑43
	M
	この製造証明書(CM)に対し請求される実際の税金払戻し額。これは請求できる税金額の100%である。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	数量
	12N
	44‑55
	O
	使うとすれば、製造された製品の数量が０を超えなければならない。
	

	測定単位
	3AN
	56‑58
	C
	数量が与えられていれば、当該数量の測定単位が少なくとも１文字なければならない。
	

	フィラー
	22AN
	59‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D41 (入力)
これは任意の製造証明書のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞである。最大9,999回まで出現する、D40ﾚｺｰﾄﾞ　１つ毎に１つのD41ﾚｺｰﾄﾞが許される。 D40の直後にD41が続かなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D41 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に41に等しくなければならない。
	

	説明
	35AN
	4‑38
	M
	申告者指定のﾃﾞｰﾀについての説明であって、必ず６文字以上とすること。
	

	フィラー
	42AN
	39‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D50 (入力)
これは条件付のNAFTA国輸入申告/関税率表（番号）ﾚｺｰﾄﾞである。D50ﾚｺｰﾄﾞは現在、　　”（２つの関税のうちで）少ない方”の規則が適用されるカナダ又はメキシコに対するNAFTA（払戻）請求専用である。もしD50ﾚｺｰﾄﾞが使用されるなら、それはD30, D40及びD41ﾚｺｰﾄﾞの後に続かなければならない。同一NAFTA国の輸入申告を１つにまとめ、その次のNAFTA国の輸入申告のﾚｺｰﾄﾞが続く全ての(D50)ﾚｺｰﾄﾞについて、D50ﾚｺｰﾄﾞ集合体は先行する（D30, D40及びD41を含めた）D50ﾚｺｰﾄﾞの組合せの後に続かなければならない。NAFTA国輸入申告/関税率表番号の組合せ毎に、１つのD50ﾚｺｰﾄﾞが最大99,999個まで許される。もし、戻し税申告の種類が"41"又は"44"であって、かつ、D10ﾚｺｰﾄﾞの47桁目のNAFTA（払戻請求）標識が"1"なら、少なくとも１つのD50ﾚｺｰﾄﾞがなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D50 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に50に等しくなければならない。
	

	NAFTA国輸入申告/関税率表（ﾚｺｰﾄﾞ）計数器
	5N
	4‑8
	M
	NAFTA国輸入申告/関税率表（ﾚｺｰﾄﾞ）後書きのための連続番号。１番目は"00001"、２番目は"00002"、などでなければならない。
	

	NAFTA国輸入　申告
	14N
	9‑22
	M
	有効なNAFTA国輸入申告番号。カナダ(CA)の輸入申告については、１４桁の数字でなければならない。メキシコ(MX)の輸入申告番号の場合、14桁の英数字とする。（input→importの誤植）
	

	NAFTA 国輸入　申告日
	6N
	23‑28
	M
	YYMMDD（年，月、日）形式でのNAFTA国への申告日。
	

	NAFTA国関税率表番号

	10N
	29‑38
	M
	その輸入に関する当該品目の有効なNAFTA国関税率表番号。ｶﾅﾀﾞ(CA)にいては10桁単位となる。ﾒｷｼｺ(MX)の場合、もしﾍﾟﾃﾞｨﾒﾝﾄ（ﾒｷｼｺの輸入申告）が１０桁未満の関税率表番号を示すなら、申告書に後続のゼロ(0)を10桁になるまで追加する。（pedmento/input→pedimento/importの誤植）
	

	NAFTA国関税率 
	12N
	39‑50
	M
	当該NAFTA国関税率表番号に対する、４桁の整数と最大８桁までの小数を有する数字として表したNAFTA国の税率。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	NAFTA国の輸入関税
	12N
	51‑62
	M
	上記のNAFTA国関税率表品目に関し納付されたNAFTA国ドル（ｶﾅﾀﾞ/ﾒｷｼｺ･ﾄﾞﾙ）建てのNAFTA国関税。小数点以下２桁が暗に含まれている。
	

	NAFTA国関税に相当する米ドル建て金額
	12N
	63‑74
	M
	NAFTA国関税額に相当する米ドル。小数点以下２桁が暗に含まれている。 NAFTA国通貨は、23-28桁で与えられるかのNAFTA国への申告日について、CBPにより公示されているところの当該NAFTA国の為替レートを用いて米ドルに換算されなければならない。
	

	フィラー
	6N
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90 (入力)
これは必須の請求後書きﾚｺｰﾄﾞである。それは（払戻）申告の最終ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に90に等しくなければならない。
	

	（払戻）請求    関税総額
	12N
	4‑15
	M
	先行する全てのD30及びD40の関税額の総計。もし関税が請求されないなら、ゼロで埋める。
	

	（払戻）請求    税金総額
	12N
	16‑27
	M
	先行する全てのD30及びD40の税金額の総計。もし税金が請求されないなら、ゼロで埋める。
	

	輸入（申告）　後書き総数
	4N
	28‑31
	M
	全てのD30ﾚｺｰﾄﾞの総数。もし輸入（申告）後書きﾚｺｰﾄﾞがないなら、ゼロで埋める。
	

	製造証明書総数
	4N
	32‑35
	M
	全てのD40ﾚｺｰﾄﾞの総数。もし製造証明書ﾚｺｰﾄﾞがないなら、ゼロで埋める。
	

	契約件数
	2N
	36‑37
	M
	D12ﾚｺｰﾄﾞ上の全ての契約の総数。もしD12ﾚｺｰﾄﾞがないなら、ゼロで埋める。
	

	NAFTA国輸入申告/関税率表(ﾚｺｰﾄﾞ)総数
	5N
	38‑42
	M
	全てのD50ﾚｺｰﾄﾞの総数。もしD50ﾚｺｰﾄﾞがないなら、ゼロで埋める。
	

	NAFTA国の輸入関税総額
	12N
	43‑54
	M
	全てのD50ﾚｺｰﾄﾞに関し、当該NAFTA国の通貨で納付されたNAFTA国の関税総額。小数点以下２桁が暗に含まれている。もしｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛで埋める。
	

	NAFTA国関税に相当する米ドル総額
	12N
	55‑66
	M
	上記NAFTA国関税額総計に相当する米ドル総額。全D50ﾚｺｰﾄﾞの中から全ての米ドル金額の和。小数点以下２桁が暗に含まれている。もしｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛで埋める。
	

	輸入関税率表番号ﾚｺｰﾄﾞ後書き
総数
	4N
	67-70
	M
	全てのD20ﾚｺｰﾄﾞの総数。もしD20ﾚｺｰﾄﾞがないなら、0000 (ｾﾞﾛ)を入力すること。
	

	別表B番号ﾚｺｰﾄﾞ後書き総数
	4N
	71-74
	M
	全てのD25ﾚｺｰﾄﾞの総数。もしD25ﾚｺｰﾄﾞがないなら、0000 (ｾﾞﾛ)を入力すること。
	

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90 (出力)
これは受理通知又は、誤り又は警告状態のいずれかを提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ形式である。誤りのない請求については、ﾚｺｰﾄﾞ形式が"01"の出力ﾚｺｰﾄﾞがただ１つ受理に言及して返される。誤り状態若しくは警告状態については、D10入力ﾚｺｰﾄﾞが常に返され、その後に誤り又は警告の原因となった入力ﾚｺｰﾄﾞが続く。D90出力ﾚｺｰﾄﾞはその状態の原因となったﾚｺｰﾄﾞの直後に続く。警告については、最後のD90（出力ﾚｺｰﾄﾞ）が当該ﾃﾞｰﾀの受理又は拒絶のいずれかを示して送り返される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子D90 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	01 = 誤りなしで受理されたか又は成功裡に削除された払戻し請求。
ER = 編集誤りが原因で拒絶された払戻し請求。
ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞの定義については、本刊行物の補遺Lを参照すること。
	

	請求番号
	11AN
	4‑14
	M
	請求番号。
	

	エラーコード
	3AN
	15‑17
	C
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］ =誤りなしで受理された又は削除された払戻し請求。
	

	エラー又は最終　メッセージ

	34AN
	18‑51
	M
	ACSｴﾗｰｺｰﾄﾞ･ﾒｯｾｰｼﾞ（ﾚｺｰﾄﾞ形式=ERの場合）は、”拒絶された払戻し請求””拒絶された払戻し削除”である。最終ﾒｯｾｰｼﾞ（ﾚｺｰﾄﾞ形式=01の場合）は、”誤りなしで受理された払戻し請求””削除された払戻し”である。
	

	フィラー
	29AN
	52‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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